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"" 
ムカデノリ科 (Grateloupiaceae)の構地及び生殖器官に闘する精しい研

究は筆者の知れる範囲に於ては 1926年 L.G. SJりSTEDTにより ，又 193i年

H.KYLIN により報告され，ムカデ、ノリ麗 (GratelouPia)に就い ては 1930年

H.KYLIN により Gratelouρiafilicina AG.に就いて報告されている。1952年

10 月北大山間教授は日本杭物接合大合に於て特別講演~行われ 「我が図に於

ける ムカデ ノリ科に属ナるものは，我が閣では之さ苦;の屈の原標本を検ナる{更

が困難でるるため属同志の直別賠にl匿昧君主駄が多い」と述べられている。筆

者は山田教授指導の下にムカデノ リ科に属ナる邦産海藻に就いて精査に着手

し，先十ツ Jレツルに就いて研究を行ったので、此庭に之を報告ナる。

1. 供試材料

1953年 11月及び 12月室開ili電信潰及び脱津洛岸に於て採集 した材料。

2. 構這

皮唐は普通 5~6 居であるが倒休により又同一個体でも部分により多少

異友る。 特に休の基部附着貼の附近に於ては約20居に及ぶものが普通で、重う

る。最外唐の細胞は長楕UAE庁長で先端がやや尖り 2)う至 3居自の細胞は千子通球

形である。 4唐目の細胞から内皮唐と主主り不規則及球形)J至E.形である。皮

唐の外側カミら 3蒋目或いは 4呑自の唐に於ては鹿k横の連絡が見られる。星

形細胞は髄糸に連絡 し1いる。髄糸は経5-6μで叉批に分岐し，走向は皮屠

に近い ものは表商(ζ平行で、他は不規則であるが，表面に垂直に走るも のが頴

著である。 髄糸は比較的緩やかに結合しヱ髄部を構成している (第 1脳Ia)。皮
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第1園

居及び髄糸は四分胞子体に

於ては雌性体よりも大形で、

且つ緩く結合されている。

3. 四分胞子謹

四分胞子麓は髄糸末端

にある星形細胞から分れた

最初の細胞の枝として形成

され多くの場合表面から二

番目の皮屠細胞と同格で・あ

a. 体の横断の一部 x375 
b， c. 四分胞子重量 ・ x300

り，十字様に分裂して皮居

中に坦在し，体に一様に散

在する(第1闘， b， c). 

4. .雌性生殖器官

カルポゴン枝は 1個の胎原列細胞 (hypogenalceU)とカルポゴンから成

る。胎原列細胞を生じる支

持細胞は髄糸の末端細胞か

ら分岐された原形質に富む

細胞列の最初から 3番目に

相営ナるのが普通でるる。

カルポゴン枝は蹴ね徳利般

の枝叢 (Zweigbuschel)の

基部に在仏長い受精毛を

出ナ。受精毛はヵルポゴン

の近くに於て著しく膨大

し此の膨大部の原形質は

螺旋般に旋回しているので

(第 2闘， a) 色素で染めす

ぎると恰も 1個の細胞の様

に見温える程でるる。受精

毛の末端は体表に突出して

a b 

第2国

& 受精毛基部の螺旋構造 x300
b. カルポゴン (CJ，支持細胞(8)及び胎

原列細胞 (H)x300 
c. 髄糸(M)及び若い助細胞(A)x375 
d. 助細胞(A)と技種 x300
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いる(第2闘， b)。助細施もカJレポゴンと同様左形の枝叢中の基部の細胞列!C

介在的に生じる。此の枝叢は髄糸から分岐した細胞列から分れて成形される

(第2闘，c). 助細胞は枝叢の細胞に比して著しく大形で原形質に富み球形乃

至楕闘形で屡々側面から見て長方形を示す。カルポゴンを生じる枝叢と助細

胞を生じる枝叢とは別であるが，前者の枝の細胞敷は後者の夫よりも教が少

左いのが普通でるる

(第2圃， d)，。受精した

カルポゴンは胎原列

細胞と癒合して多数

の連絡糸を出す(第

3闘)。 助細胞は連

絡糸と結合した後成

胞糸 (Gonimob1ast)

を分裂する.成胞糸

は普通三段階に分裂

する(第4闘L成熟

a. 

1i3図
a， b， c. カルポゴンと胎原9lJ細胞の癒合

F.C.癒合細胞 C.F.連絡糸 x300

a 

第 4闘 嚢呆の霊童迭の周置を示す

& 成熟した護呆 x180
IG. 第一成胞糸 口G. 第ニ成胞子

F. 被覆糸 A 助細胞{近接した

細胞を癒合したもの}

C.8. 呆胞子

b. 成胞糸から呆胞子を生じた初期 x340
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した護果に於ては助細胞は近接の細胞と癒合し此の癒合細胞より多数の被覆

糸 (Hullfaden)を生じ被覆糸は数回分岐じて仁を固んでいる。仁を囲む

糸には被覆糸の外に髄糸に由来する糸もるる。被覆糸は叉献に分岐するが網

般に連絡ナるととはない。護果は小孔を以って開孔し，体の基部近くでは殻

建が悪いが他の部分では殆んE一様に分布し肉眼で頴著に認めるととが出来

る(第41前1，a)。

要約

1.皮唐は普通5-6屠で外皮唐と内皮居の匝別は徐り著しくない。外

皮唐は 3唐細胞内外，内皮唐は2唐細胞内外である。

2. 内皮屠細胞には横の主主絡がるる。外皮唐細胞には内部の唐に於て時

々控:絡が見られるが著しくないe

3. 髄糸は結合が緩やかで表面に垂直に走るものが目立つ。

4. 四分胞子襲は全体に散在し Nematheciaを形成するととはなく，肉

眼では存在を認められゑい。四分胞子麓は最外唐から 2呑目の皮屠細胞と同

格でるる。

5. カルポゴンと助細胞は別々の徳利赦枝叢中に生じる。

6. カJレポゴン枝は 2細胞から成る。

7. 受精毛はカルポゴンの近くに於て著しく肥大し此の部分では原形質

が螺旋jjJcにまわっている。

8. 麓呆は全体に散在し，特別宏被覆糸によって被れている。被覆糸は

癒合細胞から出て叉般に分岐するが網般に蓮絡ナるととは主主い。

9. 本種の雌雄生殖器官は KYLIN(1930)の報告したGrateloupiafilicina 

AG.の夫と極めてよく似ている。

終りに格始懇切な御指導を賜った北大山岡教授及び材料採集その他に御

援助下さった北大海藻研究所中村博士111:深甚怠る謝意を表ナる。
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